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問題Ⅰ 問題Ⅰ全体 

問題文は、言語学の論文の一部である。本文を正確に把握したうえで、各設問に沿って

論文の内容や筆者の考え、言語学の用語および現象を適切に説明する力ならびに論理的に

記述する力を問う。 

 

問（１） 

 本文の内容を正確に理解したうえで本文中の例を適切に用い、具体的に説明する力を問

う。 

 

問（２） 

 本文で用いられている言語学の専門用語の理解を問うと同時に、それを適切に説明する

力を問う。 

 

問（３） 

 下線の箇所が何を意味するのか内容の理解を問うと同時に、論点に沿って具体例を示し

ながら適切に説明する力を問う。 

 

問（４） 

 下線の箇所の内容を正確に把握し、二通りの解釈の違いを明確に説明する力、ならびに

筆者がどのように考えているかを具体的かつ論理的に説明する力を問う。 

 

問（５） 

 本文で用いられている言語学の専門用語の理解を問うと同時に、それを適切に説明する

力を問う。 

 

問（６） 

 本文で用いられている言語学の専門用語の理解を問うと同時に、それを適切に説明する

力を問う。 

 

 

問題Ⅱ 

 音声産出ならびに国際音声記号を正確に理解したうえで、それを的確に表現する力を問

う。 

 

 


